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OnCommand Workflow Automation を使用した保
護ワークフローの実行

OnCommand Workflow Automation をUnified Managerに統合すると、保護関係を監視お
よび管理するためのワークフローを実行できます。

Workflow Automation と Unified Manager の間の接続の設定

OnCommand Workflow Automation （ WFA ）と Unified Manager の間にセキュアな接続
を確立することができます。Workflow Automation に接続することで、 SnapMirror や
SnapVault の設定ワークフロー、 SnapMirror 関係の管理用コマンドなどの保護機能を使
用できるようになります。

作業を開始する前に

• Workflow Automation のバージョン 5.1 以降がインストールされている必要があります。

WFA 5.1 には「 WFA pack for managing Clustered Data ONTAP 」が含まれています。し
たがって、以前のようにこのパックを NetAppStorage Automation Store からダウンロード
して、 WFA サーバに個別にインストールする必要はありません。 "ONTAP を管理するた
めの WFA パック"

• WFA と Unified Manager の接続をサポートするために Unified Manager で作成したデータベースユーザの
名前を確認しておく必要があります。

このデータベースユーザには、統合スキーマユーザロールが割り当てられている必要があります。

• Workflow Automation で Administrator ロールまたは Architect のロールが割り当てられている必要があり
ます。

• ホストアドレス、ポート番号 443 、および Workflow Automation セットアップのユーザ名とパスワードが
必要です。

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * 一般 * > * Workflow Automation * をクリックします。

2. [* Workflow Automation ]ページの[*データベースユーザ]領域で、名前を選択し、Unified Manager接続
とWorkflow Automation接続をサポートするために作成したデータベースユーザのパスワードを入力しま
す。

3. ページの * Workflow Automation Credentials * 領域に、ホスト名または IP アドレス（ IPv4 または IPv6

）、および Workflow Automation セットアップのユーザ名とパスワードを入力します。

Unified Manager サーバのポート（ポート 443 ）を使用する必要があります。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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5. 自己署名証明書を使用する場合は、 [* はい ] をクリックしてセキュリティ証明書を承認します。

Workflow Automation ページが表示されます。

6. Web UI をリロードして Workflow Automation の機能を追加するには、「 * Yes 」をクリックします。

OnCommand Workflow Automation セットアップを Unified
Manager から削除しています

Workflow Automation が不要となった場合は、 Unified Manager から OnCommand

Workflow Automation のセットアップを削除できます。

作業を開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、左の [ セットアップ ] メニューの [ 一般 > Workflow Automation * ] をク
リックします。

2. [* Workflow Automation*] ページで、 [ セットアップの削除 ] をクリックします。

OnCommand Workflow Automation を再インストールまたは
アップグレードするとどうなりますか

OnCommand Workflow Automation を再インストールまたはアップグレードする前に、
OnCommand Workflow Automation と Unified Manager の間の接続を削除し、実行中の
すべての OnCommand Workflow Automation またはスケジュールされたジョブが停止さ
れていることを確認する必要があります。

また、 OnCommand Workflow Automation から Unified Manager を手動で削除する必要があります。

OnCommand Workflow Automation を再インストールまたはアップグレードしたら、 Unified Manager との接
続を再度セットアップする必要があります。

概要 of OnCommand Workflow Automation セットアップのウ
ィンドウとダイアログボックス

Unified Managerでは、Workflow Automationのページを使用してOnCommand Workflow

Automation をセットアップできます。

Workflow Automationのページで確認できます

Workflow Automationページでは、OnCommand Workflow Automation とUnified

Managerを統合するための設定を行うことができます。設定を追加、変更、または削除
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することもできます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

Unified Managerデータベースユーザ

この領域では、Unified ManagerとWorkflow Automationのペアリングに必要なデータベースユーザのクレデン
シャルを入力できます。

• * 名前 *

Unified Managerデータベースのデータへのアクセスに使用するデータベースユーザのユーザ名を指定でき
ます。デフォルトでは、データベースユーザは選択されていません。ドロップダウンリストからデータベ
ースユーザを選択できます。

• * パスワード *

指定したユーザ名のパスワードを指定できます。

OnCommand Workflow Automation クレデンシャル

この領域では、Unified Managerとのペアリングに必要なWorkflow Automationアカウントのクレデンシャルを
入力できます。

• ホスト名またはIPアドレス

Unified Managerとのペアリングに使用する、Workflow Automationホストサーバの名前またはIPアドレス
を指定します。

• * ポート *

必要なWorkflow Automationホストサーバのポート番号（443）が表示されます。

• * ユーザー名 *

Workflow Automationへのログインに使用するユーザ名を指定できます。

• * パスワード *

指定したユーザ名のパスワードを指定できます。

コマンドボタン

各コマンドボタンを使用して、セットアップオプションを削除、保存、またはキャンセルできます。

• セットアップを削除

Workflow AutomationセットアップをUnified Managerから削除します。

• * 保存 *

選択したオプションの設定を保存します。
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